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日本ビジネス実務学会 九州・沖縄ブロック 

ブロックリーダー 見舘 好隆 

 

第 66回九州・沖縄ブロック研究会（オンライン） について（第二報） 
  

拝啓 皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 
第66回ブロック研究会のプログラムが概ね確定しましたので、ご連絡いたします。前半は3件の会員による研究発表、

後半の基調講演は、生成系AIの授業活用の可能性について、企業におけるAI導入の第一人者であるアクセンチュア株式

会社AIセンター マネジング・ディレクターの堺勝信氏にご登壇いただく、2部構成です。 
ChatGPTやBing AI Chatなど、生成系AIと教員や学生がどう向き合っていくかについては、大学教育の今後の展望を

再考する貴重な時間になると思います。基調講演からだけの参加も可能です。奮ってご参加ください。 
敬具 

記  

 

1. 開催日時： 2024年2月24日（土）13:30～17:00（予定） 

2. 開催形式： オンライン（Zoom） 

 

3. ブロック研究会 次第(予定)： ※発表件数により変更される可能性があります。 

 13：25～     挨拶・事務連絡  

 13：30～15：00 研究発表＜発表20分質疑応答10分＞  

① 毛利美穂（関西大学） 

「大学院リカレント教育における能力評価の設計とその可視化」 

② 德永彩子（熊本学園大学）・所吉彦（岐阜協立大学） 

「女性管理職の一皮むけた経験 －サンリブの事例研究－」 

③ 武村順子(宮崎学園短期大学) 

「地域医療を担う中小規模病院の経営理念研究 －職員の動機付けや存続経営を視点に－」 

 

 15：10～17:00  基調講演（パネルディスカッション）  

「生成系AIの授業活用の可能性」   

講師：アクセンチュア株式会社 AIセンター マネジング・ディレクター 堺勝信氏 

  ChatGPTやBing Chatなど生成系AIは、企業におけるマーケティングツールやDXへの導入が急速に進み、同時に社会

人の一人一人が自らの仕事のプロセスにおいて活用する場面も劇的に進んでいます。一説では仕事のやり方の変化は、スマ

ホの普及による変化よりも大きいと言われています。そんな中、我々大学教員は、学生たちのレポート作成などの使用の是非

を問う時代はすでに過ぎ去り、逆に教員自身も含めて生成系AIをどう活用して学ぶのかについて、試行錯誤するフェーズに

入ったと言えるでしょう。そこで、ビジネスにおける生成系AI導入のコンサルタントとして最前線で活躍し、『生成AI時代の超

仕事術大全』の著者の一人である、堺勝信氏に講演いただき、その後グループワークで皆様と議論を深めていく予定です。 

 

4. 参加費： 無料 

 

5. 研究会参加申込締切： 2024年2月20日（火）24時 ★延長しました！ 

以下のＵＲＬおよびQRコードの参加申込 formからお申込みください。  

https://forms.office.com/r/FnBAHdHHFs 
 

6. 問合せ先： 日本ビジネス実務学会九州・沖縄ブロック事務局  

jsabs.kyushu@gmail.com  

以上 

https://forms.office.com/r/FnBAHdHHFs
mailto:jsabs.kyushu@gmail.com

